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とおり（敬称略）。

教育大賞（The Best Professor of The Year 2004）

　小塩真司（心理学科）

最優秀教育活動･改善賞

長谷川勝（電気システム工学科）、山羽基（建築学

科）、阪田泉（工学基礎教室）、鈴木肇（情報教室）、

中山紀子（国際文化学科）、水野りか（心理学科）、

願興寺礼子（心理学科）、松浦均（心理学科）

優秀教育活動・改善賞

坂田敏行（機械工学科）、細川健治（機械工学科）、

廣塚功（電気システム工学科）、中村圭二（電気シ

ステム工学科）、栗濱忠司（電子情報工学科）、伊

藤睦（都市建設工学科）、青島淳（応用化学科）、魚

江康輔（応用化学科）、藤吉弘亘（情報工学科）、山

口直樹（経営学科）、今村洋美（外国語教室）、小

黒びるぎった（外国語教室）、杉本和弘（日本語日

本文化学科）、塩澤正（英語英米文化学科）、大門

正幸（英語英米文化学科）、井上輝夫（コミュニ

ケーション学科）、西口利文（心理学科）、山元貴

継（歴史地理学科）、禹済泰（応用生物化学科）、金

子修己（健康科学教室）、渡邉香（健康科学教室）

第26回日本児童英語
教育学会全国大会

名古屋キャンパスで開催

　6月11、12日の両日、名古屋キャンパスを会場に

して日本児童英語教育学会の第26回全国大会（創立

25周年記念大会）が開催された。

　開催校を代表して山下興亜学長から「小学校での

英語教育がこれからの日本の英語教育のキーになる

と思います。この学会の一層の発展を祈ります」と

あいさつがあった。　

　今回の大会には会員をはじめ、一般・学生の参加

もあり2日間で延べ500人あまりの参加者が全国か

ら集まった。すでに全国の約90％の小学校で英語活

動が実施されている現状を踏まえ、小学校の英語教

育についての成果や課題を多角的に考察し、児童の

ための望ましい英語教育の実現をめざすことが今回

の研究大会のテーマであった。

　2日間にわたりワークショップ、研究・実践発表、

講演、シンポジウムなど多彩なプログラムが組ま

れ、活発な意見交換が行われた。6階のホールは急

遽椅子を追加したが立ち見がでるほどで、児童の英

語教育への関心の高さがうかがわれた。

大学教育研究センター主催
飯吉透氏講演会

　「『知的料理人』としての大学教員：より効果的に

教えるための知識・道具・技法そして研鑽」と題し

て、5月31日、大学リサーチセンター2階の大会議

室で大学教育研究センター主催の講演会が行われ

た。講演者は、カーネギー教育振興財団上級研究員・

知識メディア研究所長・私学高等教育研究所客員研

究員で本学の客員教授でもある飯吉透氏。講演には

56人が参加した。

　質疑応答の時間では、教育技術にとどまらず教育
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の根幹に関わるような問題についても議論が行わ

れ、有意義な講演会となった（詳細は『ANTENNA』

No.69で掲載予定）。

大学教育学会で
本学の教育改革を紹介

　「大学教育学会の未来へ」をテーマに大学教育学

会第27回大会が6月11、12日両日、京都大学高等

教育研究開発推進センターで行われ、340人あまり

が参加した。その学会のシンポジウム「大学教育改

革と大学教育学会」に本学の大学教育研究センター

長で学長補佐の坪井和男教授がパネリストとして参

加、教養教育部の設置や教育活動改善表彰制度など

本学の教育改革に対する取り組みについて紹介し

た。

コミュニケーション学科主催
ミア・コンサルボ客員教授講演会

　5月25日午後3時10分から2811教室で、オハイ

オ大学テレコミュニケーション学科所属ミア・コン

サルボ客員教授の講演会「デジタルゲーム産業の歴

史：日本とアメリカ」がコミュニケーション学科の

主催で開催された。

　コンサルボ教授は、3月末から約3カ月間三浦幸

平客員教授として本学コミュニケーション学科に滞

在され、研究テーマである「デジタルゲーム文化」

に関して日本の事情を精力的に調査。本講演では、

コンサルボ教授が取り組んできたこれまでの研究内

容の一部を紹介した。

　講演後は、学生からアメリカのゲーム文化などに

関する質問が日本語と英語を交えて多数あり、時間

を超過する盛況ぶりだった（詳細は『ANTENNA』

No.69で掲載予定）。

立体駐車場の竣工式を挙行

　6月2日、立体駐車場の竣工式が大学関係者、設

計・工事・設備関係者の出席のもと行われた。一連

の神事のあと、大西良三理事長があいさつに立ち、

立体駐車場が短期間で立派に完成した喜びと感謝の

気持ちを関係者に伝えた。

　直会の席上、井畑耕三管財部長から「この立体駐

車場は本年1月18日に起工式を行い、3月28日から

鉄骨工事に入り4月29日にすべての鉄骨を完了。実

質工期3カ月半という急ピッチの工事であったが、

この間に取り扱った主な資材量は土の移動が約

13,000¢、鉄筋・鉄骨・コンクリート関係が約9,200t。
この膨大な物量を着工から竣工まで延べ 113 日の

間、一日も休むことなく工事が進められ無事今日の

日を迎えることができたのはひとえに設計・工事・

設備関係者の皆様のおかげです」と経過報告とお礼

のあいさつがあった。

　立体駐車場は4層5段の自走式で、704台収容で

きる。6月6日から運用開始。

講演するコンサルボ教授

704台収容できる立体駐車場




